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木粉の食飼料化に利用•する木材 

腐朽菌竝にその害黴に就て

林產資源の食飼料化に關する硏究(第4報)

!緖 言

木粉を化學的に酸又はアルカリ等の工業藥劑を使用することなく’微生物の 

力に據り有効に分解變質せしめ,之を食飼料に利用せんとする者へは,旣に本 

邦に於ても二,三の硏究者により試みられ,一部工業化せられんとする建びに 

至って居る,當場に於ても物理的處理记よる飼料化試驗に引續き,木材腐朽菌 

を利用する木粉の食飼料化試驗を進め,實地工業化を促進せんと企圖しつゝあ 

る〇

玆に主として利用菌種の培養條件竝に醱酵に現はれる害徴類の發生條件及び 

其の防除法に就き,試驗したる處を取纏め發表せんとする次第である。

木材腐朽菌種の大部分は,北海道帝國大學農學部籠井博士より分與を受け" 

その他本硏究には種々御援助を賜り,宙微類の鑑定に對しては同大學佐な木博 

士を煩し,又本試驗に際しては始終星司郞君の御助力を得た。玆に幽く感謝の 

意を表する。

！腐朽菌種の選擇

木材腐朽菌中食飼料製造上,好適なる菌株を下記の方針にて選探した。

(1) 菌絲の發育旺盛なるもの

(2) 鋸屑の分解速度大なるもの

(3) 害微類に對する抵抗大なるもの

即ち多並生產を行ふ場合,醱牌期間短く出來上の製品の食飼料價値が高く, 

且つ醱酵時に於ける各種害彼類に容易に負けざる生育條件を具備する苗種たる 

を要する。
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第一『次選擇 .

第1表の如き菌種に就き,その菌絲發育速度並に纖維分解力を調査し,前記 

の第一及第二條件に適合する菌前を遐擇した。

第!表

菌番統 和 名 學 名

P. 2 シ ヒ 夕 ケ Cortinellus BerkclcyamiS Ito Ct Iinai

3 ナ メ コ Pholiota Nameko Ito et hnai

4 エ ノ キタ ケ Collybia vclutipes (Curt.) Yr.
7 マツノ ネクチク ケ ドomes aiuiosiis (Fr.) Cooke

8 ワケク サレ" ケ I'oHa vaporaria (Er.) Cooke

9 レン rッタ ケ Polysticlus Persoonii Fr.

10 キチリ メンタ ケ しcnzites tralica (Pers.) Fr.

11 カイ 漂ン タ ケ Polypous Schwcinitzii Yr.
12 ツガノサ ルノ コシカケ Foines pinicola (Sw.) Cooke

13 アラゲ カハラ夕 ケ Polystictus hirsutus (Wcelf.) Fr.

14 マツノ カタノ、タ ケ Tranites l^ni (Brot) Fr. 〜

35 ナ ミ ダ ク
ケ Mcsulias lacryniens (Wuef) Fries

16 ア ナ 夕 ケ Coniophora cerebella Pcrsoon ,

17 ミ ゾ 夕 ケ Femes Harti^ii var. jnponica Miyabe el Kusama

1S ウ ス K 夕 ケ Irpex lacleus Fr.

19 ナ ラ ク ケ Armillaria mellca (Vam.) Fr.

21 ヒ イ ロ タ ケ J^olystictns cinnabariiHis Fr・ :

22 ヌメリ スギタ ケ Pholinte ij)ora Fr.

23 エゾノ ウスノヾタ ケ Irpcx miyabei I^oyd (和名八假剤)

24 ウス万 シハイ夕 ケ !rpjx fusco-violaceus (Sehrad.) Fr.

25 スエ ロ タ ケ Schizophylh】m com mane Fr.

26 コK ノ ウスK夕 ケ Irpex con 3 rs Berk.

27 シ ハ イ タ ケ Pulyslictus abietinus Fr.

菌絲發育速度調査

〔實驗方法〕

2mmの篩を通ったミズナラ及トドアツ録屑7割に窒素源として,ニセアカ 

シア葉粉3割を混じ,更に適並の井戶水を加へたるものを,徑3cm,長15cm 

の試驗管に高さUcm迄詰め,之を3日間連續殺菌して培霆基とする。苗植付 

後は25Cの恒溫潘中に入れた。

菌絲生艮開始後は日去の發育仲長狀況を紀錄した。

〔試驗結果)

各供/菌つ一日平均閑絲生長%I:竝:に菌叢の密度を表示するれば第2表の如く 

である。

笫2表

苗・號
ミズナラ駆蜉培釜基 トヾマッ關・養三 

｛哩苗・苗襟密度1日當苗除 
生長撤 蘭絲密度

P. 2
mm
2.9 4

mm 
0.7 1

3 4.7 4 2.8 3

4 3.9 4 3.7 4

7 5.3 4 5.3 4

8 7.2 4 3.2 3

9 6.4 3 5.1 〇

10 5.3 3 1.8 1

11 6.6 1 4.G 1

12 6.1 4 3.4 2

13 4.5 2 2.2 1

14 2.0 2 1.3 2

15 2.8 1 5.8 〇

16 6.2 4 4.5 3

17/ 3.8 4 2.7 3

18 8.8 5 0.1 4

19 一 〇 一 〇

20 9.4 4 6.5 2

23 8.6 5 G.5 4

24 2.8 2 2.8 2

25 , 5.9 5 6.6 4

26 一 5 4.6 4

27 4.1 4 3.9 3 1
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纖維分解力試驗

〔實驗方法〕

ベブトン5g,燐酸アンモン2g«第一燐酸加里姑,硫酸マグネシウム0.4gを 

井戶水に溶し,之を枸櫛胶でpH4.5〜4.6に調節し,10cc宛250cc三的フラス 

コに取り,2mmの篩で選別したミズナラ鉛屑を風乾物となし,之を务2.5g宛 

加へ殺菌す。

殺菌後歯植付25C恒溫器中に培養を行ふ, 

菌植付後12日目に取出し,菌叢の發育狀況 

を調査し,その內發育良好なるもののみを取 

出し艳乾物となし,三佑瓶中に各2gを取り, 

1%苛性ソ-ダ溶液lOOcc加へ,重湯煎上に 

て一時間分解して,1%’アルカリ抽出物址を 

測定した。

〔實驗結果〕

菌植付後!2日目に曲叢の發育狀況を調査 

したる結果は,次の第3表如くである。本表 

の菌絲發育程度は培羨基面上菌叢の占める面 

積割合を示し,1〇とあるは全面を蔽ふものを 

示す。次の空中曲絲aは三角フラスコ雇j子 

壁面に立ちのぼるもの,bけ咅養面传が曲絲に 

より白く見’えるもの,c培養基面上やゝ白く 

見えるもの,d菌絲疎なるもの,4種に區分 

する。1%アルカリ抽出物量を測定した結果 

は第4表の如くである。

第3表

iYiW 菌絲發育
程 度

空中苗絲

P. 2 5 b

3 9 b

4 10 b

7 9 b

8 9 d

9 1 c

10 7 b

11 1 d

12 6 c

13 5 b

14 6 b

15 〇 —

16 10 d

17 1 d

18 10 a

19 2 b

20 10 c

21 8 b

22 9 b

23 10 c

24 9 c

25 9 c

26 8 b

27 4 c
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以上の結果に據れば繊維分解カ大なるはR 

18, 23, 25, 26,である。

即ち苗絲の生長良好で,且繊椎分解カ大な 

るは次の如くであつて,P・7 (マツノネクチ 

タケ),P.8 (ワダクサレタケ),P.18(ウスバ 

タケ),P.23 (エゾノウスバタケ),P.25,(ス 

エヒロタケ),P.26 (コバノウスバタケ),で 

之に食用菌種として比較的菌絲の發育良好で 

あるP.4(エノキタケ)を加へ,以上7菌を 

第一次選擇に合格したるものとする。

第二次選擇

第一次還挥により得られたる菌覆を,再度街絲の生長荣の調査を行った。

この場合培養溫度を30Cとした。その實驗結果は第5表の如くである。次 

に繊維分僻力に就き前記と同樣なる方法で,ミズナラ及エゾマツ鋸旧を使用し

て實驗を行った。この埸合の培養温度は30,である。

本試驗結:％を表示すれば第6表の如くである。

第5表 第6表

菌巻號
!日常曲絲生長量

苗番號

乾物100g中の 
1%7ルカリ抽曲址

ミズナラiトドマツ 
培養基培養基

ミズナラ エゾマッ

P. 4
mm
4.7

mm
3.6 P. 4 1JL51■ 35.59

7 5.4 4.1 8 21.59 35.28

8 6.9 3.9 18 23.96 42.33

18 9.0 6.3 23 24.22 42.68

23 8.8 6.5 25 20典 36.53

25 8.2 5.9 26 23.12 37.99

26 7.7 4.5 7 19.81 36.53

第4表

菌番就

乾物100 g巾の 
1%アルカリ抽出依

紹 對 地加量

4
K

18.78 L55

5 20.06 3.43

7 20.78 3.55

16 18.36 1.13

18 25.59 8.36

23 23.23 6.00

25 26.30 9.07

26 27.97 10.74

對照 17.23 一
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以上第2選操の結果利用し得られると認められる菌種は,P.18 (ウスバタケ), 

P.23 (エゾノウスバタケ)にして,之に次ぐものはP.25 (スエヒロタケ)及 

P.26 (コバノウスバタケ)である。• '

次に是等の菌種が木材中の主として,セルローズ溶解力を有するか,リグ= 

ン溶解力を有するかを判別す.る方法として,Bavendamm氏の酸化砌反應を 

調査したる結果次の如くである。

〔實驗方法〕

本試驗に使用した培ふ基は,馬鈴磬煦汁寒天培養基にして,試藥として日本 

藥局法の單寧酸を用ひ,所定の濃度(〇5, 0.25, 0.1%)を與へ扁平となし,之に 

豫め培置した菌絲を移杭し,30'Cの恒温器中に入れて菌絲の發育狀態及變色の 

程度を觀察した。尙上匕較のために旣にセルロ ーズ溶解菌と判明してゐる,ツガ 

ノサルノコシカケ及リグ=ン溶解菌とせられてゐる,マツノカタワタケを前記( 

培養基に發育品しめ併せ觀察した。

〔實驗結果〕

苜移植後4日目の實险結果を示せば第7表の如くである。本表によればウス 

バタケ,エゾノウスバタケ,コバノウスバタケは何れも酸化酵素反應を呈し, 

培養基は著しく殆:色が認められ,リグニン溶解菌と判定し得る。

尙比較のため行ったツガノサルノコシカケ及マッノカタワタケは,前者は播 

色なく,後者は邸明なる茄色を認められた。旣往の實驗結果を視るにコバノウ 

スパタケは逸見,大野兩氏によりリグニン溶解菌と認められてゐる。次にスエ 

ヒロタケは菌絲茂延初期に於ては殆色を呈せないが,茂延後數日を經て培養基 

裏面に變色が記められる。本菌は硏究者により反應型を異にする菌とせられて 

ゐるが,逸見氏はBavendamm氏反應は陽性なりとせられてゐて,今だリグ二 

ン溶解菌か否か決定をなし得ない。
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第7表

菌 秫
就藥 
濃度

菌最 
ifし徑

着 色

ウスバタケ

P. 18

エゾノ
ウスバタケ
P. 23

スエヒロ
クケ

P. 15

コバ ノ
ウスKタケ

P. 26

マツノ
カタハタケ

P. 14

ツガノサル
ノコシカケ

P. 12

% 
0.5 

0.25 

0.1

盼照 

0.5 

0.25 

0.1

黔fffl 

0.5 

0.25 

0.1

對照 

0.5 

0.25 

0.1

對照 

0.5 

0.25 

0.1

對照 

0.5 

0.25 

0.1

對照

cni
1.2

2.5

6.1

7.4

•1.4

3.6

4.8

5.6

2.2

3.7

4.1

5.1

3.9

4.7

7.9

7.9

+

1.6

ヽ1.7

2.0

1.6

2.1

3.0

3.5

Clay color

Sayal Brown

Huckt horn Brown 4 ゝ

無色 ’

SnufT Brown

Sayal Brown

Tawny Olive新シキ苗絲ノ處ム殆ンド碰色七ズ〇

無色

無色 但シ薄植付後9日純過大レK培養基実面二僅
" カニ蜒色ガ認メラレル。

〃

Snuff Brown

Bister
ヽ

Tawny Olive *

無色

Bone Brown

Prpuls Brown
無’色

〃

ウスバタケ,エゾノウスバタケ,スエヒロタケ,コバノウスバタケに就き•广 

培養溫度別の對峙培養を行って,菌絲生長比較及び菌叢間の抑制,促進,被覆, 

無影響,割^I形成等の反應に就て調査を試みた。

〔實驗方法〕

供試菌の組合せはP.18 x P. 23, P.18XP. 25, P.18x P. 26とし,之を馬鈴 

薯照汁寒天培養基上に移植して,25°, 30°, 35°の恒温器中に入れ培さした。
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〔試驗結果〕

實驗結果を表示すれば,第8表の通りである。

第8表

菌組合
培養 
溫度

劃線
冇無

肉 眼 的 觀 察 苗芯發H

P.I8XP.23 25°C + 嗣閑共=生長速度等シク菌絲ノ伸ビ具合 
苗おノ狀握ヨク似ル

P.18 寺 P.23

F.18XP.25 V + 1*.18生艮早キモ苗.?.薄クP.25 ノ、扱密ナ 
ルモ生:艮迎ク片隅二抑シ込メラル

F.18>F.25

P.18XP.26 〃

〇

+
初期二於テP.18生艮旺盛=シテP.26ヲ 
旗倒スルモ後逆ユP.26ハ劇線ヲ越エP. 
18菌芯ヲ被覆ス

P.18 二 P.26

P.18XP.23 30°C + ペトリ皿略中火二割線ヲ形成ス P.18=P.23

P.18XP.25 ク + P1S努力旺盛V.25ヲ被覆ス P.18>P.25

_P.18xP.26 & + 中央部ユ副钏ヲ形成スルモ後P.26即］線 
フ乗越P.1K ノ菌歩ヲ被覆ス

r.l8<P.26

r.!8xPj23 34° + ペトリ皿中央削線ヲ生シ互二住入セズ P.18==P,23

P.18xP.2g グ + P-18勢力旺盛=シテP.25レ、片隅二迫込 
マレル P.18 < P.25

P.lSxP.26 + P.1S =ヨリP.26片隅二迫込マレ劃線ヲ 
越工P.26ヲ被覆ス

P.18>P.2G

以上の結果によれば,各溫!斐共ウスバタケと同様な生長をなすは,エヅノウ 

スバタケのみであつて,コバノウスバタケは25", 30Cに於て一時ウスバタケ 

より生長遲きも,其後反對にウスバタケ菌叢を被覆する。併し34°Cに於ては 

全然この傾向は忌められない。スエヒロタケは試驗溫度ではウスバタケに對抗 

し得ないが,後述の如く 40C近くとなればウスパタケは殆んど活動を停止す 

るも本菌は茵絲の生長を持繼する。

〔總括〕 ’ /

以上の貞二結果に依れば,工業的に食飼料化に利用し得られる見込のある菌 

株は,ウスバタ青及エゾノウスバタケにして,比皎的に低溫の埸合はコバノウス 

バク,ケ及夏季I肖温;こして,40C’內外に上昇する時はスエヒロタケを利用し得る。

〇 利用菌種の形態

木粉の食飼料化に利用し得らるゝ苗稲ウスバタケ;エゾノ7スバタケ,スエ 

ヒロタケ,コバノウスバタケに就き,分類上の特徴竝に形態に就き二,三取訓 

べたる點に就き記する。
・ 註I )?

(1) ウスバタケ Irpex lacteus Fries

ハリタケ科(Hydnaceae)ウスバタケ国(Irpex)に房する木材腐朽菌の一任 

で,菌傘は無柄にして半間形をなし,或は啓に搬がり樹皮に著生する。薄くて 

革質を帶び緣邊裏面に向つて时曲する。長徑l・5~4cmあり,短徑O.S〜2cmあ 

\),表面の白くして密毛を帶び輪曆・を具ふ,內部の實實は白色を呈・す,裏面も 

白色にして子實届托は放射狀に列生せる痢狀の聲より成り,蔵板は密生し,i.''i 

傘の根元附近に往々長く懸垂する。醬油寒天培養基上には長き白色の空申曲絲 

を生ず,老成せる菌絲はやゝ黄味を帶ぶ。

(2) エゾノウスバタケIrpex miyabei Loyd (和名は假稱)

本菌株は昭和!9年11月3日に苫小牧車業區口哩附近に於て,ナ、カマ 

ドの枯枝に羡生してる苗伞より分離したものである。此の菌疝の'形態は樹皮面 

に宇・實盾托面が存面着生をなし,其上端部のみが僅かに余狀に湖曲反怵しかゝ 

る菌傘の上面には僅かに微毛が生ず,又子實層任は薄き牙狀を呈するが,又場 

所によりては孔狀を呈せることも.あり,共色黃白色乃至クリーム色を呈す。又 

胞子を見るに隨皿形にして6.1X3.3〃 である。かゝる形態上の性質より推察す 

るに本菌標本は多分にIrpex lacteus Fr.ウスパクケに類似することを知る。督 

油寒天培養基上にはウスバタケと同樣な菌絲あ生ず。

(3) コバノウスバタケ Irpex consors Berk.

本菌もウスバタケ風中に看り上面淡褐色,赤褐色乃至材色を呈し,薄くして 

扇形叉は半圖形の菌傘が以瓦狀をなして密に發生する。若きものは福色の同心

註1廣江勇 應用菌覃學研究昭9



10

環絞を冇し,周緣は稍々內方に卷き銳利である。裏面の茵簡は初色を帶び扇平 

で,共の先端は二分又は三芬する。1個の菌傘は横徑通常1乃至3cmである。 

本菌は木州,四國,九州,朝鮮及び支那に分布し,廣く澗葉飼を侵吿するが, 

殻斗磐のものが最も多い。枯損せる枝幹又は切株に極めて普通に發生を見る茵 

であるが,生樹に對しては侵害力はない,腐朽材は白腐れの狀態となり,材質 

脆く變化し,重量著しく輕•成する。醤油寒天培養基上には白色の奏中菌絲多數 

生ず。

(4)スエヒロタケ Schizophyllum commune Fr.

禅)菌科(Agaricaceae)のスエヒロタケ亞科に屬する。子實體の上面は通常灰 

白色を呈し,同色の微毛が密生するが,疋型のものは扇形又は貝殻狀を呈し, 

革質にして肉薄く,全磴つ外觀は灰色乃至灰褐色である。下面は褶が美しく放 

射狀に配列し成熟したものでは紫褐色乃至粘土色である。通常俄生して居るが 

一個の子實形:はその橫徑が3乃至30mm位である。本菌は本邦各地の土木建 

築用材佇種.閣葉樹の切袜及び風倒木等に發生するものである。その腐朽カは弱 

く腐朽材はその重Mを减じ,健全部より著しく白變する。人工培養基の匍匐菌 

絲,空申菌絲は共に白色にして扣子偏を有し,且つ空中菌絲中には其お周四に 

極めて小さい剌狀突起を有するを特徴とする。寒天培養:基上に於ける菌鼓の密 

度は他の三菌より非常に大きい。

m醱酵條件

醱酹:に關與する諸條件に就き前章に於て選擇したウスバタケ,エゾノウスパ 

タケを主とし,之にスエヒロタケ,コバノウスバタケ及ノお他二,三の腐朽歯を 

併せー應の實驗を試みた。

1)培養溫度

第1囘實驗

〔實驗方法:)

11

供試菌 P.18, 23, 25, 26

培養溫度 35, 30, 25"C

培養基・,米穂加用ミズナラ鋸屑培丕基(米糠2割)

容 器

記錄法

徑3cm試驗管

曲絲の生長速度及菌叢の密度を記録する。

〔實驗結果:)

溫度別の平均一日當菌絲伸長狀況並に菌植付後平均1日伸長量を示せば第9 

表の通りである。

第9表

菌贓
35°C 30°C 25°C

1 U
(平

常 
均)

植 
1

付 n 後 
當
!日常
(平均)

付 
B

後
當

1H當
(平均)

付 
H

後 
當

P.18
mm 
9.0

ninx
8.1

nun
8.4

nnn
8.0

mtn
8.7

mtn
7.8

23 7.9 7.8 8.6 8.0 8.0 7.9

25 8.0 7.3 7.5 6.5 7.3 6.7

26 3.5 3.2 7.2 6.8 7.2 6.3

第 2囘 實 驗

〔:實 驗 方法〕

供 試 菌 P.18, 23, 25, 2G

培［養溫•度 35, 30, 25°C

培 養 基 玉蜀黍粉寒天培杰基

容 器 徑9cmシャレー

記 錄 法 日々菌叢の•直徑を測定す。

〔實驗結果〕

溫度別の菌叢の直徑を測定した結果は第io表の通りである。
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第10表
菌 iu 直 徑

苗種名
溫度 2 H 3 H 4 H 5 n 6日

P.18
°C

35
cm
4.2

cru
6.8

cm
8.4

cnj
-I

cni

30 3.8 5.5 7.7
8.J

—

25 3.1 5.3 7.5 8.4 —

P.23 35 4.6 7.0 8.4 一 —

30 3.7 5.5 8.0 8.4 —

25 3.5 5.5 7.6 8.4 一

P.25 35 2.6 4.7 6.2 8.4 —

30 2.1 3.3 4.8 6.7 8.4

25 2.5 3.6 5.2 6.3 8.4

P.2G 35 2.4 2.8 3.4 3.6 4.2

30 3.2 5.1 6.2 7.6 8.4

25 8.2 4.9 6.0 8.3 8.4

第3囘實驗

〔實 驗方法〕

供試 菌 P.18, 23, 25,26

培養溫度 40, 35, 30, 25‘C

培養 基馬鈴薯寒天培羨

基

容 器300cc三角フラ

スコ

〔實 驗結果〕

菌叢直彳里を示せば第!I表の 

如くである〇

以上の三實驗に依り各菌新 

の適溫はP.18, 23, 25,は 

35 C 內外,P.26 は 25-30 C 

に有る事が,忍められる。故に 

更に培摆溫塵を36, 34, 32, 

30 C 及 30, 28, 26, 24 C に 

分ちて最適溫度を求めた。

第4囘實驗

〔實驗方晶

供試菌 P.18, 23,25,

2G

培養溫度36, 34, 32, 
,30 C

第11表

苗種:名
培養

溫度

菌 跛 克 径

2日’ 3 H 4日 5日 6日

P.18
〇〇

40
cm

死滅
cm CIU cm an

35 3.4 5.9 7.9 8.0 一

30 2.7 4.8 7.2 8.0 —

25 2.5 4.1 5.6 7.9 8.0

P.23 40 死滅 — — — —

35 3.1 5.7 7.3 8.0 一

30 28 5.4 7.0 7.8 8.0

25 2.2 4.2 5.8 7.4 8.0

P.25 40 2.1 2.3 3.1 3.7 4.6

35 1.6 3.0 4.6 (5.1 8.0

30 1.3 2.G 3.8 5.9 7.3

25 1.0 1.8 2.4 3.7 5.0

P.26 40 死诚 - 一 一

35 1.5 2.0 3.6 5.0 5.9

30 2.3 4.1 5.7 7.6 8.0

25 2.6 4.0 5.4 7.9 8.0

13

培養基米糠加用鋸屑培養基

容 器徑3cm試驗營

〔實驗結果〕

,本實驗結果は第12表の如くである。

以上の實驗にょりP.18 P.23は34Cに於て最も伸長速く,P.26は30'C 

であった。

第12表

苗旅號

36P〇 34°C '32°C 30°C

1H當 
伸長號

植付後 
1日當

1日當 植付後 
1日當

!日常
伸長fit

植付後 
1日當

!日常 
伸長寮

植付後 
!日當

P.18
min
8.3

nun
8.0

nun
9.8

mm
9.2

mm
10.2

mm
9.0

nun
9.2

nun
8.0

23 7.9 7.7 11.2 9.9 10.2 9.3 9.0 7.8

25 7.9 7.1 8.8 8.1 9.3 时 8.0 7.2

26 2.3 2.2 4.2
,

3.5 6.1 4.6 2.3 6.3

第5囘實驗

〔實驗方法r！

供状菌 P-18, 23, 25, 26

培養溫度 36, 34, 32, 30”C

培養基齋藤氏務汕寒天培養基

容、 器徑9cmシャレー

〔實驗結果〕

本實驗結果は第13表の如くである。

醬油寒犬培養基上に於ても,前囘と同様な結果を認め彳!}•る。
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第13表

培養 的 簽 直 徑

函Fii名
温度 2日 3 H 4日 5日 6 H

cni cm cm cm cm
r.is 36°C 2.6 3.8 4.6 5.-1 7J

34 3.3 5.1 7•〇 8.8 —

32 2.1 3.6 5.1 6.G 8.4

30 2.3 3.9 5.5 7.1 8.6

P. 23 36 1.5 2.】 3.1 4.4 6.2

34 3.0 5.2 7.2 8.8 —

32 1.6 3.0 4.4 6.4 8.3
30 2.5 4.2 5.8 7.4 9.2

P. 25 36 1.7 2.9 4.2 5.4 6.9

34 2.8 5.3 7.4 9.1 一

32 2.1 3.8 5.7 7.6 一

30 1.9 4.0 5.8 7.4 8.G

P. 26 36 〇 〇 〇 〇 —

34 2.9 4.7 6.4 8.3 —

32 1.8 2.8 3.5 4.6 5.8

30 22 4.1 6.5 8.3 8.8

第6囘實驗

〔實驗方法〕

供試菌 P.18, 23, 25, 26 

培養溫度36, 34, 32, 30C 

培養基Waksman氏培

養基
苗番號

培 養 溫 度

容 器250cc三角フラ 36°・ 34° 32° 30°

スコに培養液20 P.18 (K0553
R 

0.0894
g 

0.0772
g 

0.0630

CCを入れる。菌 23 0.0213 0.0593 0.0394 0.0289

25 0.1736 0.3551 0.4041 0.1121
植付後6日目に 26 0.0012 ,0.0081 0.0461 0.1025

取出し,菌叢の

15

絕乾重址を測序する。

〔實驗結果)

本實驗結果は第14表の通りである。菌叢重量に於てもP.18, 23は34=C 

が最も重く,P. 25は32°C, P. 26は30C に於て最も重くあった。之の場合 

はP. 25は他の菌種に比し非常に菌叢击並:が大きい。

第7囘實驗

〔實驗方法〕

第4囘實驗と同樣で,唯培養溫度が30, 28, 26, 24¢とする。

〔實驗結果〕

木實驗結果は第15表の通りである。本實驗に依ればP.18, 23, 25は30C 

に於て菌絲の生長良く,P. 26のみ28”Cが最も生長が良好であった。

第15表

菌番號

30°C 28°C, 26,C 24°C

!日當 
佃長盛

械付後 
!日常

1日當、 
伸長ht

植付後 
!日當

!日當 植付後 
!日當

］日當 
伸長な

植付後 
1日當

P.18
xnm

10.7
mtn
8.9

mm
10.5

mtn
9.2

nini
10.3

mui
8.1

ium
9.4

miu
7.4

23 11.2 S.3 10.8 9.1 10.4 8.0 8.2 7.8

25 10.5 8.0 9.9 8.3 9.1 7.4 7.1 6.9

26 8.6 6.7 9.0 7.3 8.2 6.4 7.4 6.4

第8囘實驗

〔實驗方法〕

第5囘實驗と同様なるも,培養溫度は30, 28, 26, 24°Cとし培養基は馬鈴薯 

寒天培養基を使用する。

〔實驗結果〕

本實驗結果は第16表の通りである。醬油寒天培養基に於ても同樣な事が認 

め得られた。
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第16表

■

菌種名
培 養 菌 難 直 徑

溫 度し 2日 3 日 4日 5 3 6 B
nmi nun tnini nmi inn)

P.18 e〇・(: 2.9 4.5 6.1 7.5 8.9

28 3.0 4.6 6.2 7.6 9.0

26 2.8 痴 5.6 7.1 8.G

24 •» 〇 
ん• 7 3,6 5.0 6.4 7.9

P. 23 80 2.6 4.2 6.1 7.4 8.8

り8 3.0 4.5 / 6.4 8.0 9.6

26 2.3 3.9 5.5 6.9 8.2

24 2.1 3.6 5.0 6.4 7.9

P. 25 30 2.7 4.6 6.5 8.0 9.4

28 2.8 5.2 6.8 7.9 9.0

26 2.4 4.2 6.0 7.4 S.9

24 2.3 3.9 5.4 6.9 8.4

P. 26 30 2.1 4.0 50 7.4 9.0

28 2.1 3.8 5.8 7.5 9.3

26 1.7 3.1 5.0 6.8 8.5

24 2.4 3.4 4.5 5.6 6.7

第9囘實驗

〔實盼方法:)
第17表

■ 培 ia 度
士訂t溫皮を異にするのみで他 苗番號 ---------r----

は第6囘笋驗と同樣である。
30° 28° 26° 24°

P.18 (10774
K 

0 0749
g 

0.0745 (L0326

〔實驗結果〕 23 0.0555 0.0461 0.0378 0.0302

本實照結果は第17表の通り 25 0.1171 0.1298 0.1266 0.1098

26 0.0509 0.0008 0.0502 0.0447

である。菌茨重星に於ても前述

の實驗と同樣な結果が得られた。

〔總,括)

以上の9囘の實险にょりP.18, P. 23の通温は34°C P. 25は32'C, P. 26

は28Cなるヨ1を網J定し彳导る。
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次に培養室溫と品溫の關係に就て調査した結果を述べれば,次の如くである。

〔實驗方法〕

木製箱(19.5X12.0XO.5cm)中に米族添加ミズナラ鋸屑培養基を詰め殺菌後, 

ウスバタケを移植し,その培養箱の側面より温度計を差込み,水銀部の球が培 

養基の中央都に來る様にした。34'Cの定温器に保存し,日な温度を觀測した。

その際他に比絞のため菌を植えない箱を造り, その培養基溫既も記錄した。

第18表

時間 P.18 P. 23 無接稀
經過 溫度 品溫 品溫 湛度

°C
1 33.5 32.2 32.0 32.9
2 26.5 28.0 28.4 28.2

3 35.0 34.7 34.1 33.3

4 33.9 35.5 • 35.6 34.1

1 5 33.7 35.5 35.6 34.0

6 一 — — —

7 34.0 37.2 38.2 34.8

8 34.0 35.5 34.5 34.6

9 34.0 35.4 34.7 34.6

註2日は一時休電

〔實驗結果し)

本實驗結果は第17表の如くであ 

る。即蘭を移植Lたものは,何れも 

培養基溫度が上昇して股高42Cの 

差を示す。一般的傾向として菌絲 

英延と共に品温は上昇を示し,莹 

延完了後次第に低下するものとす 

る。この品溫の上昇は培養基少量 

の埸合はその程度も極めて少いが, 

工業的に多並生産する場合は温度 

上弗が著しく,却て曲の生長發育を不良にならしめる危險が多い。故に室溫と 

品溫との關孫を常に注意し,品溫が前記培養適温34'C以上に上昇せしめざる 

樣留意するを要する。

尙本關係は培養基中に雜歯なして入るバクテリヤ類の醱酵にも關係するもの 

と思はれ,今後更に調査を必耍とする。

2)培養基の含水址竝培養濕度

培養基の含水員及び培養濕度は,菌絲の發育速度に影理することが大きい。

鋸屑培養基に於ける含水量が菌絲の伸長速度に及ぽす影懇セ調査した。

第1囘實驗
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〔實驗方法〕

供試菌P.23

培養溫度30°C

培養基 米籐添加ミズナラ難屑培養基,=セアカシア葉粉添加,ミズナ 

ラ鋸屑培黄基,米糠及"セアカシア葉粉(各3割混合),混入 

培養基の含水並は第!9表の如くである。

容 器 徑3cm試驗管。

第19表

帔基 
番號 簪 居 副原料 水

含 水 率 <備 歩

上 部下 部

1
2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

/

/

ミズナラ 
56g 

ク

〃

夕

〃

〃

〃・

ff

〃

〃

〃

〃

〃 

ミズナラ 
鵜 屑

米 糠 
地

〃

〃

〃

〃

〃

ニセアカ 
シア24g 

〃

〃

〃

〃

〃

〃

米 糠
ニセアカ 
シア菜切

CC
100

120

140

160

180

200

220

100

120

140

160

180

200

220

%
55.1

60.9

65.7

68.5

70.6

72.3

72.7

50.3

62.0

66.5

69.2

71.3

71.3

73.6

18.4

%
61.1

65.8

68.2

70.6

73.1

74.7

74.7

61.5

65.9

69.1

71.1

72.6

73.9

76.5

15.7

19.3

做喩管4木二分
ッ

〔實驗結果〕 ー

本茂験結果は第20表の如くである。米膜添加の場合は培養基含水率70%內 

外・セアカシア葉粉の埸合は65%程度が最適と考へ’られる。

第20泉

培卷基 来
■

株 二セアカシア

•番號
!【1當 植付後 1日當 植付後
佃艮量 1 H 7；f 伸｝纨 111當

1.8
iuni 
9.0

rum
7.5

nun
9.4

mm
8.1

2.9 9.0 7.7 8.6 8.2

3-10 9.3 7.8 9.0 7.6

4.11 9.3 7.8 8.7 7.4

5.12 9.3 7.8 8.8 7.4

6.13 8.4 7.4 8.1 6.8

7.14 8.G 7.6 8.0 G.7
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第2囘實 驗

〔實驗 方法〕

供試菌 P.18, 25, 26.

培養溫度 30C.

培養基 米機添加ミズナ

ラ鋸屑培養基

容 器 徑3cm試驗管

培卷基含水率次の如し。

第21表

培斃基

番號
錠 屑 副原料 水

含 水 率
備 考

上 部 下 部

•1 ミズナラ 
130.5g

来 糠 
58.0g

CC
165 .

%
55.7

事 
56.0 之ヲ試装管7本

二分ッ
2 〃 〃 235 61.3 61.8

8 〃 〃 305 05.9 67.0

4 〃 ク 375 69.2 71.9

5 ク 445 72.1 75.4

6 〃 〃 515 74.6 78.8

7 〃 585 74.1 79.9

〔實驗結果〕

本實驗結果は第22表の通りである。P.18に於ては70%, P.26は66%,

P. 25は判然としないが,60%前後が最適と思はれる。
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番號

2

1*.18 P. 25

顽新一・丽!巨當」嗣醒
伸長虽1H當’伸長ht1 日常

y.9 8.0 10.3； 8.0
i I

10.1 8.2 9.0 7.8；

P. 26

!日常!植付後 
伸長1_li •浦・ 

rntHl nnn
7.9 6.1

7.8 5.9

第3囘實驗 第23表
〔實驗方法:), 培養基 含水率

供試菌P.18, 23 番號 上部 1 下部

培養溫度30C 1
普 

—6G.2 ,66^9

2 69.3 70.1
培養基米糠加用ミズナラや屑培養基小 〇 73.1 74.7

型ビーカーに培養基を詰め,殺 4 73.5 74.1

5 76.4 77.2
菌後第23表の如き含水率のもの ・い

第24表 を徑9cm滅菌シャレーに移し,

苗番號
培養基 苗 蒞 宜 ,徑

番號 3 H 4日 5 H 6日

P.18 1
CIU
3.6

cm 
5.0

cm
6.7

cm 
8.0

〇 3.6 .4.8) 6.2 8.2

3 3.7 5.0； ・6.C 8.1

4 3.3 5.4 6.5 8.1
5 1 3.4 4.8 6.0 8.0

P. 23 1 | 3.5 5.2 6.4 8.2
2 , 3.3 5.1 6.9 8.4
3 ! 3.5 5.〇, 6.6 8.4

4 3.5 5.0, 7.4 8.0

5 3.2 5.6’
1 7.3 8.4

その中央部に菌を移植する〇 

〔實驗結果)

菌移植後菌叢の生長を記錄 

した結果,第24表の如くであ 

る。P.18, 23何れも70%前 

後の含水率の時に最適の仲長 

を示す。

〔總 括〕

以上の三實驗を視るに鋸屑
ゝ

笫22表

5 5 15 9 

¢ 6 6 5 5

C
C  5

.49 9

Z 7 8 & 5

3 8 9 g 7

9 8 9 7 G

4 8 10 0

8 8 

C
C  6 7

1 7 4 3 6 

〇 9 8 9

3 4 5 6 7
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培養基に於ける含水率の斐化が菌絲の生長に及ぼす影響に就て視るに,米糠添

加録屑培卷基に於ては68〜72%最も良好な發育を行ふものと認められる。併

し本問題は鍋屑の詰込方法にも影湛し,緊密に詰めえ場合は疎故の場合に比し 

含水率の多い時に特に顯普・な生長不振が顯れる〇尙楚盜の如き比較的緊密でな 

い容含&で培養する場合は,次の空中海度が大きく關係する。空中濕度と菌絲の 

生長との關係を求むる爲次の如き實驗を施行した。

〔實驗方法〕

供試菌P.18

培養基米糠添加鋸屑培養基

培養温度30”C

濕 度調節 徑30cmのデシゲター中に各濃度の硫酸及水150c.c入れて,關 

係潔度20, 40, 60, 80,10〇%に濕度を保たしめる。最初の培 

養基の含水率は73.7%である。

容 群僕9cmシャレー

2囘繰返し實驗を行ひ2囘目は硫酸を取換へず前・囘のまゝ使用した。

〔實驗結果〕

本實驗結果を表示すれば次の通りである。

第25表

關係濕度
第1囘 第 2 囘

5 H 6 . 11 7 H目 
含水率

5日6 1I毎梟島

%
100

80

蹌

40

づ〇

cm
4.8

5.9

4.5

5.3

4.8

cm
6.5

7.6

6.5

6.5

5.3

%
76.87

69.37

67.56

53 95

28.90

cm
4.3

4.6

4.3

4.6

4.7

cm
5.9

6.3

6.1

6.2

6.4

71.85

68.28

45.25

39.36

25.45

その結果,關係濕度80%程度のものが,菌絲の生長が良好であると共に,
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菌叢の密度か級密である。併し20%の場合も培養基の含水率がある限度に至 

るまで菌絲の發育を繼け得るか,その菌鼓は粗である。又:100%の場合は80% 

に比し,その菌絲の生長が劣ると共に菌我も,やゝ薄い。

3)培養基の水素イオン濃度

木材腐朽菌の發育が培養基の組成に影響せられるのは勿踰であるが,その反 

應にも影缪することが多く,培養上考慮を要する點が多い。次に Waksman 

氏液體培養基及び鋸屑培養基を種々な水素イオン濃度に變じて菌絲の發育を比 

較試驗した。

第1囘實驗

〔實驗方法〕

供試菌 P.18, 23, 26

培養溫度30°C ,

培養基Waksman氏培養基
容 器250cc三角フラスコ

水素イオン濃度調節 枸機酸及炭酸ソーダーにてpH. 3.8〜8.0に調節す。

實驗取縄6日間培養後菌叢重量を測定比較する。

〔實驗結・果)

本實驗結果は第26表の如くで,最適水素イオン濃度はP.18に於てはpH.

P.18 P.18 P. 23P. 23 P. 26水素 P. 26 H7jt•案

笫26表

濃度
苗造
Bi量 指敗

菌選
'.K 廿:

rm苗損 
指败如:量 指袈濃度聽"聽 指數

菌鼓 
Sit 指數

pH.3.0
g 

0.0600 •63
g 

O.O37G

0.0222

叫 0.0193 山 6.。 (L0J70 92
g 

0.0250 64
g 

0.0GG1 71
'3.5 〇.倾3 打 0.0461 50 6.5 0.09511 90 0.0115 30 0.0470 51

4.0 0.0418 ■10 0.0220 神 0.0760 82 7.0 0.04591 44 0.0162 42 0 0472 51

4.5 0.0330 31 0 0390 100 0.0818 88 7.5 0.0362 34 0.0004 1G 一 —

5.0 0.1055 川〇 0.0384 98 0.0808 87 8.0 0.0240 23 0.0089 23 一 —

5.5 0.0920 87 0.0385
"1

0.0925 100 對服 
(5.8)

0.10811 102 0.0247 66 0.0675 73
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5.〇〜6.5, P.23, P.25に於てはpH. 4.5〜5.5の間にあると認められた。

第2囘實驗

〔實驗方法〕

供試菌!< 18, 23, 26

培養温度30'C

培養基米糠添加ミズナラ鉛屑培養基,鋸屑92g,米驗40g

水素イオン濃度を調節した水ItOcc混合,徑3cmの試驗管6本に分けて詰る〇 

水素イオン濃度調節は第1囘實驗と同一で灸る。

〔實驗結果〕 , •

本實驗結果は Waksman氏の液懼培養基を使用した場合と異り,水素イオ 

ン濃度との關係は判然としない。

〔實驗方法〕

供試菌P-25 .

培養溫度25¢

培 夜 基 米糠添加ミズナラ鋸屑培養基,ニセアカシア葉粉添加ミズナ 

ラ鋸屑培養基
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米糠添加

厂旷借^n晦ー|
伸長& 1I日‘注\

mm；
5.S

5.4

5.9

6.6

6.1

6.9

ニセアカシア
菓粉添加

1 # 後
伸長itt.丨1日儒.

mm nini
7.4 5.6

7.9 5.4

8.1 5.5

水素 
イオン 
濃度

pH. 3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

常水6.2

ミズナラ鋸屑56g.副原君24g,水素イオン濃度をpH. 3.〇〜8.0に調節した 

水140cc (米糠使用の場合)或はL50cc(ニセアカシア葉粉使用の場合)を添加, 

之を徑3cmの試驗管4本に分つ。水素イオン濃度は苛性ソーダー及鹽酸で調 

節する。

〔實驗結果〕

本實驗結果に據ればpH. 5.0附近が最適と思はれるも,その結果は前囘の實 

驗と同様判然としない。故に
第27表 

本實驗方法による殺菌後の培 

養基の壓縮液を取り,その水 

素イオン濃度を測定するに, 

處理前pH. 3.0のみが,殺菌 

後pH. 4.8.で,他は殆んど 

pH. 6.5であって,殺菌後の 

壓縮液は水素イオン濃度の差 

を示して居らない。

4)木粉の種類

培ゑ基として使用する第屑の種類に依って,菌絲の發育に良否が認められる 

のは當然であって,供試菌に適當する銀屑樹頻を決定すると共に,食飼料とし 

て價値の高いものを選定する必要が有る。斯に鋸屑の樹極別に菌絲の發育狀況 

並に密谁分解力の比蛟を試験した。又併せて鋸屑粒子・の大きさに就ても二,三 

實驗だ試みた。

第1囘實驗

〔實驗方・法〕

供試菌P.18, 23.

培養温度3〇,C.

7 7 5 6

5 5 5 

I〇

0:3 
身 4

7 7 7 7

9 8 9

.GI

5 5

4.5

9 6 4 4

6 6 5 6
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培 養 基 下記樹種の鋸屑(粒子1〜2mm風乾のもの)

50g米糠,12.5g水,150ccの割合に混合

供試樹種 トドマツ,エゾマッ,ブナ,ミズナラ,シナ,マカバ,アサダ, 

カツラ,ホ、,ハリギリ,ヤチダモ,11種

容 器徑3cm試驗管。

〔實驗結果:)

驗結果は第28表の如く,菌絲の伸長の良好なるものはウスバタケに於て

はブナノキ,マカバにして工 m 〇〇 -

ソノワスバタケはアサダ,ブ
培盖基 P. 18 V. 23

ナノキであった。関絲の生長
樹 M !日當

危付後 1 11當 植付後
伸長衆 ]I1M- 伸艮量: 111當

の惡い樹種はウスバタケでは エゾマッ
mtn
8.3

n)m
6.9

IUDL
8.6

rnni
7.0

トドマツ,エゾマッ,エゾノ トドマツ 7.3 6.3 7.3 6.5

ミズナラ 9.3 7.6 9.3 7.8
ウスバタケではトドマツ,ハ プナノキ 9.9 8.5 9.8 8.1

リギリであった。即ち一般に ャチダモ 9.7 8.0 9.7 8.0

ハリギリ 9.1 7.4 8.2 7.0
穀斗科及樺科のものは曲絲の マカバ 9.9 8.3

.
9.4 8.1

生長が良い倾向が認められ, ァサダ 9.3 7.6 , 心)
・、

8.3

カツラ 9.7 7.8 9.4 S.0

針葉樹類は不良である。 シナノキ ' 8.4 7.0 8.5 7.2

第2囘實驗 ホホノキ 9.4 7.5 9.3 8.1

〔實驗方法:]

供試菌P.18

培養溫度30°C

培養基 第一囘實驗に供試した樹區の鋸屑(風乾粒子1〜2mm), 3gに 

培養液(繊維分解カ試驗£同一のもの)12ccを加へる。

容 器250cc三角フラスコ,菌植付後12日目に取出し,繊維は分解 

カ試驗と同樣に1%苛性ソーダー溶液抽出物蛍を測定す。
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〔實驗結果〕 第29表

本實瞼結果は第29表の如 "植付!00g中の1%アルカリ抽出量
供政樹種 —

極 付
ナキモノ

—

くであって,ウスバクケ蘭に 菌使付 弟 引

よる分解せられ,1%アルカ エゾマッ
%

10.11 8.87
〇« !
1.24 d

トドマツ 12.62 9.9G 2.00 d
リ抽出物の増加並はマカバが ミズナラ 19.63 18.51 1.12 b

最も多く,次がプナ,シナ, ブ ナ 25.99 19.20 0.73 a

ヤチダモ 23.18 20.05 3.13 b
ァサダの順序で大體に於て前 ハリギリ 21.07 18.03

,
3.04* a

記第一囘の實驗と同様な傾向 マカバ 25 34 10.52 8.82 b

ァサダ 21.72 10.69 5.03 c
が紹められた。 カツラ .19.57 17.64 1.93 b

〔總 括:) •シナノキ 27.25 21.90 5.351 a

二實!撿の潴果ウスバクケ菌
力:ホノキ 19.84 15.50 4.34’ c

に發育良好にして,且その繊椎分解が多い樹誣はブナ及マカバにして,可及的 

に本樹毬を使用するを可とする。又針葉樹は菌絲の生長惡く纖維分解並も少き 

爲,有利なる培養基として使用が出來ないものと認められる。

第3囘實驗

〔實驗•方法〕

供試菌P.18, 23

培養溫度30°C

培養基 米糠添加ミズナラ及びトドマツ鋸屑培径基

鋸屑粒子 ミズナラ霽屑粒子,1〜2mm,1mm以下未飾別

トドマツ鋸屑粒子,2 mm以上,1〜2mm未篩別

容 器徑3cm試驗管

CK驗結果J

上記の方法により施行した實驗結果は第30表の如くであるが,ミズナラ鋸 

屑に於ては,P-18, P.23共に1mm以下のものより1〜2mm以上,又は未飾
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別のものが良好である。トド
第30表

マツ.紙屑に於てF-18に於て
粒子別

P.18 p. 23

は大差は認められないが,P- 1日當丨Mi付後 1日量植付後
伸長批丨伸艮飲 伸底量伸艮枇

23には1〜2mm粒子のもの ミズナラ
1〜2 mm

Him inni
9.3 8.1

nun mm
9.'i 8.4

が最も良好な生長をなした。 linm以下 9.1 8.2 9.1 8.2

即ち鋸屑粒子の大小別に曲絲 未飾so 9.0 8.5 9.6 8.5

の生長を視るに,一般に1mm
トドマツ

2nun以上 8.1 7.2 8.0 7.2

1~N mm 8.0 7.2 8.4 7.4
以下の小粒は適當でなく, 3

未篩別 8.0 7.0 8.2 7.2

mm以上の大粒もよくなく, ■

その中間1〜3mmの間が最もよいと認められた。又粒子1〜3mmの間に於て 

も1mmに近い粒子のものや3mmに近いものが相混することが,同一枝子の 

ものに揃へた時より菌の生長が良好と思はれる。又飼料的に視れば一般に粒于 

の小なる程,菌による分解變:質が速かであるし,又消化も良好と認められるの 

での生長がさまたげられない程度に小粒であることが望ましい。鋸屑粒子の 

大さに就ては西門義一氏はシヒタケ菌絲の生長は細粒では不良で,1.5〜3.0形 

位のものが最適であるとせられ,本實驗と一致を見る。

5)添加養料の種類及量

培餐期間の短縮及强力分解を計るため鋸屑培養基の添加養料ーとして,米糠類 

を使用した場合繁殖良好にして最適なものとせられてゐるが,その他各種の柏 

類及び醱酵工業廢液が用ひられてゐる。併し是等の副原料の選擇には生產工場 

の位置により入手し易きものにして,菌の繁殖良好なるものを要する。山間エ 

埸にて副原料として入手し易き樹葉及乾草粉をその原料として使用した場合の 

苗絲の發育狀況を比段檢訂した。樹驱片の培養添加物とじての僵値は襲に北島 
I .
註1 四門技一純粹培養に於けるシヒタケ憤の生育と囲咽の關係(第一報)股

環研究32號
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君三氏により米糠と殆んど異なる虑がないと認められてゐる。

それらの樹葉類の分析結果を示せば第31表の如くである。

(勇田久敬著 飼料•學に據る)

本分析結果によれば粗蛋白は米糠類と樹葉と大差は認められない。粗脂帅は 

第31表

種 類 水分 粗哉白
粗脂肪,聯

睥囉 fil灰分 可治化 
泣白質

澱粉價

力 へ デ
%

9.5
%

11.2
% %

4.8 48.0
%

18.5 8J)
%

4.9
%

38.2

シ ラ カ K 10.6 10.5 9.3 44.8 21.3 ：15 4.5 39.7

シ 尸 ノ キ 8.8 16.7 3.5 46.7 15.5 8.8 8.0 39.3

=セ アカシア 5.C 29.7 5.0 49.9 9.8 6.6 16.8 55.0

白ク ロ バ ー 16.5

13.5

14.5 3.5 33.9' 25.6 • G.0 8.1 30.1

米 楝(無砂) 14.8 18.2 35.1 9.0 '9.4 10.2

13.1

12.0

75.6

脫 脂 糠 11.0 19.0 7.9 35.6 10.1 16.5 59.7

皺・ 13 5 15.9 3.6 53.2 8.3 5.5 47.0

米糠は幾分多いが他は差異が少ない。可溶性無策素物は皺に多いが米糠は樹葉 

より少い。粗繊椎はニセアカシア以外㈱葉に幾分多い傾向が認められる。

次に是等副原料を使用した場合,又は副原料の混合割合を異にした時の菌絲

の生長狀態に就いて調査した結果は次の如くであるe

第1囘實驗 、

〔實驗方法L！

供試菌• P.18, 23

培養溫度30°C

培養基ミズナラ鋸屑8割,添加養料2割

添加養料 "セアカシア葉粉,イタドリ莱粉,マカンパ葉粉,シラカンバ 

葉粉,イタヤ葉粉,ミズナラ葉粉,一白クロバー葉粉,茶殻粉,

註1北島君三 種苗培養資料としての周菓片の價侦(繚報)H本林學倍誌25卷
12號昭:18 .

米糠,無添加
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各莱粉は夏季採果,之れを蒸氣にて酎素を殺し,直ちに就燥して粉末になら 

ない細片狀となし使用する。

〔實驗結果〕

本實驗結果は第32表の如くであって,P.18菌の最も生・良好なるはニセア

カシア葉粉にして,次で米糠 痢32夷

に比し,特に歯絲の生長が良

好と認められることは前記分析表によっても明らかな處である〇その他の葉粉 

であった。

P.23に於ても同樣な傾向 添加添料別

P. 18 P. 23

1 II
伸長な

植付後 
伸長量

1 H
伸長M

植付後 
伸艮聚

が認められた。 ニセ
アカシア

mm
12.3

nun
19.7

IIUU
12.5

nun
10.8

菌叢の密度に於ても米糠の
マカンK 9.4 8.2 9.0 8.0

シラカンパ 9.3 8.0 9.0 8.0
ものもニセアカシア葉粉培養 イタヤ 9.4 8.5 8.9 8.2

基も何等異る處が無かった。 ミズナラ 9.1 8.1 8.6 7.6

イタドリ 9.3 8.3 9.3 8.；；
=セアカシア葉粉が他の樹葉 白クnバー 9.6 9.3 10.3 8.6

に於ては白クロバー,イタドリ莱粉が大體米糠に劣らぬ生長をなした。

第2囘實驗

〔實驗方法〕

供試菌P.18, 23

•培養溫度30„C

培 養 基 ミズナラ鋸屑に添加養料として,下記割合の米糠及ニセアカシ 

ア葉粉を混ずる。

添加料〇割,0.5割,1.0割,2.0割,3.0割,'4.0割,5.0割 

(全並:に對する重並割合)

容 器徑3cm試驗管
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〔實驗結果〕

本實驗結果は第33表の如くであって,米糠に於てはP.18, P.23菌共3割

混合割合

隔

0.5

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

〇

0.5

1.0

2.0

3.0

4.0 ；

5.0 ；

8.8

9.6

9.8

10.1

9.9

9.7

7.0

9.7

10.3

9.6

9.4

10J

9.0

r- II
伸艮讪

6.9

添 加

養料別

米 糠

ニセアカ

シア菓粉

添加のものが做も良好な生長が認められ,1割以上は菌絲生長の差が比較的少 

い。尙この混合割合は米糠の性質によって異るものと認められる〇ニセアカシ 

ア葉筋に於ては1割添加が最も良好な生長が認められ,オ、糠の場合より使用虽 

を減じても差支へないことが認められた。尙添加料は或限度以上多量混じても 

菌絲の生長を良好ならしめす反って逆に生長を不良ならしめる。

第33表

6)種菌の狀況

種菌としては材質の分解力肚盛にして,苗絲の發育良好なる系統のものを使 

用するを要するのみでなく,長く寒天址二基により順馴せられた種菌を使用し 

て,並:•屑培な基に移植を行ふ時は那屑培K虐に於ける菌の繁殖が不良となる傾 

向が一般に認められてゐる。故に塞天培れ基に長く繫殖を繰返したのを使用す
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ること無く,鋸屑培養に於ける繁殖旺盛にしてよく順馴したものを使用するを 

必要とする。次に初i菌の年齢であるが菌絲蔓延直後のものを使用するか,又は 

少しく日時を置き老化した場合の方が菌絲の發育が良好なりや否や秋驗した。

〔實驗方法〕

供試菌P.18

培養温度3〇,C

培養基米槌添加ミズナラ鋸屑培養基

容 弄徑3cm試驗管

原 菌 菌絲伸長後日數(於醤油寒天培養基,)2日,4日,8日,15日,

30日,60H, 90日

7)咧

(於米糠添加鍬屑培恭基)5月, 

〔實驗結果:)

本實驗結果は第34表の如 

くであって,寒天培養基より 

移植した場合は30日目のも 

の鋸屑培養基の場合は15日 

目が良好と認められた。この・ 

點に關し一般には一ヶ月以上 

の老化したもの及び1週間以 

內の菌絲の粗なるものの使用 

をさけるべきであるとせられ 

て居る點と,大體一致してゐ

3月,1月,15日,70

第34表

原 菌 年 歸
1||當平 
均佃長波

植付後10 
常伸艮S

寒天培揆広

籍屑培,養基

213

4

8

15

30

60

90

7

15

1ヶ月

3

5

mm
9.】

9.3

9.0

9.4

9.6

9.0

9.1

9.1

9.2

8・S

8.9

8.3

mm
8.1

7.9

7.8

8.1

8.3

8.1

8.2

8.2

8.2

8.0

7.9

7.3

るものと認められ,大儷2週

間前後經過したものが最も種菌によい時期と認められる。

戟
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ビクミン類により,物理的には超短波處理によって菌 ’絲の發育促進に如何なる

影容があるか知らんとした。

第1實驗

方法〕〔實驗

供試菌 P. 25

培養溫座 2oC

ミズナラ鋸屑32g»米糠14g 供試藥品液 !OOccを混じ之を培養基

徑3cmの試験管3本に分つ。

供試藥濃度

2.三共製イナフタレン醋酸5千倍,1萬倍,5萬倍液

第35表4.エピオス1

化學的及嵌JBT的刺戟により菌絲の生長促進を計り,化學的には生長ホルモン,

1.三共製ヘテロキシン5千倍,1禹倍,5萬倍液

3.三共製オリザ=ン(10倍品!ce入)100倍,500倍,1000倍

%、0.1%, 供風藥品 濃度 10當
苗 絲

植付後 
伸& it

0.01% 液。
5千倍

n)n» nun
ヘテロキシン 7.2 6.9

5.對照(蒸溜 !萬倍 . G.7 5.7

水)
5萬倍 7.0 5.7

イナフタレン 5千倍 6.8 5.5

〔實驗結果〕 酷 酸 !茁倍 0.5 5.7

5萬倍 7.0 6.1
本實啜結果は第35表の通 オリザニン 10 0倍 7.4 5.9

りであって,確實に効果があ 50 0倍 7.6 •5.9

ると認められ为藥品はオリザ
1000 倍 6.9 5.9

エビオス 1 % 6.9 5.6

二ンであって,他は何れとも 0.1 % 6.9 6.8

決定し難い。ビタミンBが菌
對 照

0.01%

憑溜水
7.2

6.6

5.9

5.6

絲の生長に及ぼす影響に就て 〃 6.8 5.7

は,その微並:の存在は菌絲の
〃 7.0 6.0
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生長を促進せしめるものとして認められてゐるが,この場合米糠を培養基中に

使用したため,相當程度のビタミン函が含まれてゐるものと見做し得る。

方法)

供試菌 P.3ナメコ

培養溫度 25°C

培養基

混合)

徑3cm試驗管容 弄

捌反波照射 菌移知植後4

日目に行ふ。

照射時間 〇分,1分,2分,

5分,10分,20

分,30分間1

日1囘,2日

間2囘,3日間

3囘3種行

〔實驗 結果〕

超短波照射を施行した實驗

結果は第36莪の如くであっ

て,短時間の照射は有効の樣

に認められるが,その効果は

明らかでない。又10分間以

上の照射は初期の菌絲の生長

第2囘實驗 

〔實驗

二-Eアカシア葉粉添加ミズナラ鋸屑培養基(ニセアカシア3割

第36表

照射時間 照射同數
1日嘗菌絲 
伸艮M

植
1
伸

付後 
日富菌絲
長•I.t

1 分間 1同
HITH
2.3

ium
2.1

2 2.4 2.1

3 2.3 l.S

2 分問 1 2.4 2.0
〇 2.4 1.9

3 2.3 1.9

5 分間 1 2.3 1.7

2 2.1 1.7
3 2.5 2.1

10 分間 1 2.3 2.1

2 2.4 1.7

3 2.6 1.9

20 分間 1 2.5 1.8
2 2.3 1.7
3 2.2 1.9

30 分間 1 2.4 1.2

2 2.0 1.2

3 2.9 1.6

對 /照 〇分 2.4 2.0
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を著しく阻倂する様である。以上化學的,物理的刺•戟作用に關しては判然とし 

た結果は得られなかったが,今後引績き實驗を施行する豫定である。

8)醱酵期間

變期間の長短は製品の品質,製品原價,害徴防除に影卷する處が頗る多き 

い。•玆では燦酵期間と製品の1%アルカり抽出物址の關係に就て調査した結果 

を記する。

〔實驗方法〕

供試菌P.18, 23

培養溫度30C

培養基 ミズナラ鍬屑3gに繊維分解試題と同一の培養液10ccを加へ 

る。

容 器250cc三角フラスコ

酸酵期間 三角フラスコ培揆基面上全面に涉リ菌紐茲延直後,如の5日後, 

10日後,20日後,40日後,對照(菌を植付ざるもの)但し菌絲 

芟延直後のものは误i植付後?日冃ぞある。

調査方法 繊維分解力試驗と同一方法で1%アルカリ溶液抽出物虹を調在 

する。

〔實驗結果〕

本實驗結果は第3?表の如くであって醱酵期間の長期になると共に,次第に 

1%アルカリ抽出物建の増加を來す。

培養前の1.3、倍の1%アルカリ抽出址の增址を求めるためには,少くとも菌 

絲芟延後10日間置かなけれぱならない。又本實驗に據れば培養基上に関絲が 

茂延した程度に於ては材質の分解は殆んど未だ行はれない様であって,•鋸屑繊 

維質の分解の為には少くとも菌絲蔓延後數日を必要とするものと認められる。
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第37表•

隔 噸 P. 18 P. 23

期 間 1囘 2 囘 平均 增加fit !囘 2矿 平均 舟加量

直 後
事 

19.01
•• 1

19.51
%

19 26
%
0.39

外 
20.01

% ,
18.40

%
19.21

が 
0.05

5日目 19.73 22.591 21.16 2.29 20.18 21.41 20.80 1.64

10日目 25.77 24.86! 25.32 6.45 22.58 25 36 23.97 4.81

20日目 28.74 20.87 27.81 8.94 27.81 28.39 28.10 8.94

40日目 33.54 34.78 34.16 15.29 31.21 31.17 31.19 12.03

務 19.92 17.81 18.87 •19.43 18.88 19.16

皿醱酵時に於ける害黴

木材腐朽歯を利用して鋸屑食飼料の多気生產を行ふに際しては,種々なる害 

微が發生し品質の低下を來す事が頗る多い。故に是等雜菌の種類,發生の條件 

並に防除法に就て調査する必要が認められる。玆にその主なる害微の種類,發 

生條件,防除法に就て調・査試驗したる處を記す。

1)害、徴の種類 \

醱酵時に侵入する害徴の主なるものは次の通りである。

a) Trichoderma Koningii Oud. T2・

b) Rhizopus nigricans Ehrenberg To.

c) Oospora luprei Mattew et dott T1

其他Penicillium glaucum等の發生を視ることを有るもその數は少い〇次に 

前記三菌の天然に於ける所在竝に形態を略記すれば次の如くである。

Trichoderma Koningii

本菌は森林土壊中に分布する普通に見出される絲狀菌の一種にして岡田要之 

助氏は八甲田山に於けるネマガリタケ群落,ブナ林,アヲモリトドマツ林,ハ

註1岡田要之助 八甲田山に於けるTrichodermaの分布に就て生學研究

3卷4號昭12. ' '
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ヒマツ林下等,各土壤中に於ても孰れもTrichodermaを檢出したとある。そ 

の菌絲は無色にして隔壁あり,直徑約3.5以分生咆子は楕园形にして,その大 

さ約3.5X2.5a分生胞子を着けた聚落の部分は綠色を呈する。

本菌は鋸屑培養基中に屢々發生を視,最初白色菌絲が芟延し,その先端部の 

分生胞子の色により濃綠色に變ずる。

Rhizopus nigricaus クモ ノス カビ

麵飽其他の穀粉,麥芽及果實等に發生・し,又麻類のペクチン醱酵を惹起する 

徴である。菌絲は恰も蜘蛛網の如く培養基上に斐延繁殖し,菌叢は培養初期に 

は白色後黃褐色乃至黑褐色とな青。胞子逐柄は蹈穿絲の端に生じ胞子囊は黑編 

色半球彩,中軸は穹窩狀,胞子・は球形,卵回形,槪ね豹稜を具へ接合胞子は黑 

褐色球版,球子乃至芽子を作らない。鋸屑培養基の添加料として魚粕類の如き 

距白の含並多きものを使用した場合に發生が著しい。培養基上一面に蔽ふ宰が 

あるも日時の經過と共に腐朽菌より反對に抑制せられ消失することがある。

Oospora luprei

本菌は瓜哇の土人が落花生から甘味の菓子オンジョムの製造に用ふると云は 

れ,混潤なるホップ,溜麴,八丁味咐麹等にも發生し,空中菌絲は橫壁を具へ 

盛んに分岐して頂端に橙,赤色の分生胞子を莉け,往々褐色乃至黑色の被子器 

を作る。通氣良好なる時は氣関絲は長く延び,線毛の如き狀荘を呈する。分生 

胞子は大低10-11/A水を吸收すれば岡形となる。鋸屑培養基中に於ては麴蓋 

の周邊に發生し,その內部の培養基中に侵入することは比皎的少い。

2)害徴發生條件

害徴發生條件を知ることはその防除法を決定するに最も必要なる點である。 

次に缶微の侵入經路併微發冇條件等に就て調扱した結果を記rる。

(イ)害微侵入經路

註!宮路慮二應用徴菌學昭16, 5版

37

害徴便入の經路と考へられるは鋸屑及副原料に附若して侵入する翊合と,處 

理ケ處の浮遊空中雜菌として所在するものが侵入する埸合とか考へられる。 

鋸屑の着生菌として前記の三菌の右無を調査した。

〔實驗方凭〕

馬鈴磐西汁寒天士酉養基上にトドマツ,エゾマッ,ミズナラ,カツラ・ハリギ 

リ,シナ,ヤチダモ,マカバ,ブナ,アサダ,ホ、ノキの鋸屑を移し發生す 

る細歯,絲狀菌を調査し細歯に對しては芽胞の有無を特に取調べた。

〔實驗結果】

丁2菌の現出率は42.4%であって現出の多き.ものから記すれば,ミズナラ, 

カッラ,エゾマッ,ホ、ノキ,アサダ,シナノキの知であつて,他の樹莉はそ 

の發生を認められなかった。共他絲狀菌としては靑カビPenicillium glaucum 

は39.3%の現出率を示した。その他靑變歯Ceratostomella Piceaeが認められ 

その現出率は33.3%を示した。細菌類は殆んど全部の試驗管に現出したが,芽 

胞を有するものは殆んどな力、った。次に副原料たる米糠及ニセアカシア集粉を 

前記と同憐に苗生菌の檢索を行へば次の如くである。泳糠の寿生徴類としては 

Rhizopus nigricaus 及び Mucor Mucedo 及 Penicillum が含まれ,ニセアカシ 

ア葉粉としてはRhizopus nigricausが全部の試驗管に现はれた。以上の浦果に 

よれば Trochoderma貿は鋸屑よりRhizopus菌は米糠又はニセアカシア葉粉 

よりOospora菌は空中より侵入することが多いものと認められる。尙是等鋸 

屑及副原料の材料處理室の空中雜菌を調査した結果Penicillum菌が最も多く, 

次でOospor'a菌でその他 Trochoderma, Rhizopusの各菌が認められた〇

-ロ)害徴の發育溫度

ウスバタケ,コバノウスバタケ等の培養温度に於ける害微類の胞子發芽狀況 

竝に菌絲の發育狀況を調査した。

第1囘實驗
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〔實驗方法〕•

供試菌Ti, T2, T5菌

培養温度35； 30, 25；12 C及室溫ホルオーブセクト"ラスを用ひ胞子の 

懸滴培養を行ひ!5時間後の發芽狀況竝菌絲長を測定する。培 

養液はHenneberg氏液を用ふ。發芽率の測定には各500粒以上 

の胞子に就きその發芽粒を數へた。

〔實驗結・果〕

本實驗結果は第38表の如くであって,Ti菌は35Cが最高の發芽率を示し 

丁2菌は高溫に對する抵抗性は弱く , 35°Cでは發芽生長が認めらず25°C附近 

に適溫があると認められる。

第38表

試驗 

溫度

T!繭 ’「2苗 〕、5凿

發芽率 菌孫長 發芽率 菌絲艮 發芽率 菌絲艮

35°G

30

25

12

室溫

% 
98.0

85.9
74.3

0.0

10.1

卩
25.8

23.7
32.6

0.0
8.1

事 
0.0

3.5
73.1

0.0
9.4

匕

7.8

28.6

6.7

% 
93.0

98.0

82.5

0.0

只
64.4

78.4
41.0

第2囘實驗

〔實驗方秩〕

供試菌Ti,T2菌

う咅養溫度35； 30； 25；12°C室溫

培養基 米糠添加ミズナラ鋸屑培養基(米糠2剳混合)

容 器 徑8cmシャレー,中火部に菌を移植しその菌叢の直徑を測定し 

た。

〔實驗結果〕
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本實唸結果は第39表の如く T】菌は高溫3〇〜35°Cに於ては菌絲の生長が著 

しく速やかである。24時間以內の觀察を行ふ爲再度實驗を行った。

第39表

供試
溫度

經 過 H 數

苗祐 2日後 3日後 4日後

Ti

〕、2
■

35°C
30
25
12

室溫

35
30
25
J2

室溫

菌絲全面二微ル

同 上

同上・

僅カニ菌絲ヲノバス

网 上

同 上

2・2c】n
3.0cm

頂・絲二圈化ナシ

同 上

胞子形成ス

.•同・上

同 上

1.1cm
1.3cm

0.6cm菌絲生長惡シ

4.1cm
6.2cm胞子形成シ始ム

0.8cm
0.5cm

l.lcm
1.5cm
1.2cm
6.0cm

全部二授リ胞子形成

1.0cm
1.0cm ■

第3囘實驗

〔實驗方法〕

供試菌T】歯

培養溫度35°, 30； 25‘室溫

培養基其他第2囘實驗と同じ。

〔實驗結果〕

その實驗結果は第40表の如くである。

第40表

培狭溫度
經 過 日 致

1H後 2日後

40°C

35

30

25

室 外
(5H上旬)

0.8cm

l.Ocni菌叢分散スル

4.0cm胞子務俄スル處アリ

4.0cm菌絲薄クヒロガル 

菌絲伸長セズ’

2.4cm胞子形成スル性アリ

全而、渉り菌税伸ビル,胞子形成少シ 

全面二渉リ盛二胞子形成ス

全面二渉り胞孑•形成30C"ヨリヤ、少シ

僅カニ苗絲ヲ伸シ初ム
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第4囘實験

〔實驗方法:!

供試菌T,, T2, T5菌

培養溫度 30, 32, 34, 36-C

培養•法ホールオブセクトグラスにて胞子懸滴培養を行ふ。

培養液Henneberg氏液ー定時間後の發芽數址に歯絲長を測定する。

〔實驗結果:！

本實驗結果は第41表の如くであって,第1實驗と對照して見ればTi菌は 

3〇’〜36Cの範圍に於ては盛んに生長を行ひ,その適溫下にあるものと認められ, 

'「2菌は殆んど發芽せず36Cに至っては最高溫度を越ゆるものと認められる。 

T5|^に於ては32〜34°Cに技高の發芽を示し,その適溫が|あるものと•認めら 

れる。 •. ,

第41表

培養 Ti 菌 t2 菌 T3 菌

溫度 發芽率 菌絲畏 發オ率 茵絲長 •發芽率 苗絲長

30 C 卷 19.3
% 

8.0 15.4 10^5 卩
8.9

32 45.9 22.9 7.2 9.8 32.7 19.0

31 49.4 31.9 1.3 9.8 38.8 12.9

36 45.2 34.4 0.0 一 15.0 16.5

第5囘實驗

〔實驗方法〕 .

供試菌Tu T：, T5菌

培養溫度30, 32, 34, 36¢

培 な 基 米槌添加ミズナラ鋸屑培養基,径8cmシャレlを用ふ。

〔實驗結果】

本な驗結果は第42表の如くである。

41

〔總 括〕

以上の5實驗の結果に依れ

”て:に於ても充分生長して胞子

を形成す。

溫度條件に對し非常に巾の

廣い菌種と認められる。Tri-
choderma曲の適溫は25°C附

近に存し,ウスバタケj’点の適

温附近には殆んど活潑な生長

を認められないが,30°C以下

に低下すれぼ他の雜曲を抑哗

して著しい生長を示す。

Rhizopus苗の適溫は32～
m 34°C附近にあ\),それ以上36

°Cになれば殆んど發生せず又

25°C附近に於ては著しく生長

が劣る。

(ハ)害徴の發育濕度

鋸屑培養基の含水圾と害徴

菌絲發T!狀況との關係を求む

爵

孚

成

ばOospora菌(T))の述俱は

35C附近に存し,それ以上40
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炫 U 
尚 街 啓

期

る為次の實麋"を行った。

〔實驗方法〕

供試菌Tt, T2苗
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培養溫度R菌30C,匚闌25C

址養基米糠添加ミズナラ篇・屑培養基,その含水虽を66.2,,69.3, 73.1,

73.5, 76.4%とに區別する。

容 器 徑8cmシャレー歯我の直徑を測定する。

〔實驗結果〕 '

本實驗結果は第43表の如くであって,T!曲に於ては培養基の含水率が80 

%附近にある場合より60銘近く,比較的乾燥狀態にある時が胞子形成が旺盛 

な傾向が認められた。

菌叢は反對に含水虽多きものその生育良好である。 T2號菌に於ては含水率 

少ぎものが多いものに比し菌絲の發育が良好である。Tl菌は培篷基を掀げ乾 

煙過程にあるものにも盛んに發生して赤色の胞子を生じ,耐卓&生が强いものと 

認められ特に注意を要する。T2菌は之に反して乾燥に弱く半乾燥狀態の培養 

基に發生を視ることはない。

(=)害微發生と水素イオン濃度との關係

幽好i培地の水素イオン濃度には一般に微酸性がよいとせられて居るが,前記

第43表

供試苗
培茬基 
含冰率 !日後 2 H 後

Ti 3.0cm 全部苗絲基延胞子彩成會水衆少き

69.3 3.8cm菌並薄シ ものは咆子の形成耳好なり

73.] 3.0cm

73.5 3.1cm

76.4 3.7cm

t2 66.2 閑絲ノ發!7造メラレズ 3.0cm |

09.3 〃 3.0cm

73.1 〃 3.0cm

73.5 〃 2.7cm

76.4 2.5cm

, • 43
害徴胞子の發芽生冇と培な液の水素イオン濃度に就て調査した。

〔實驗方法〕

供試菌Ti,T2蘭

培養溫度30C

培養期間1〇時間,ホール乐ブゼうトグラスに水素イオン濃度をpH3.0~

9.0に調節した Waksmam培卷液にて培養する。

〔實驗結果〕 磁44表
本實驗結果は第44表の如

培養液 T1.苗 T2 曲
くであって,Ti菌に於ては pH. 發芽率 苗絲長 發芽率 菌絲艮

pH. 5.0, T2菌も同樣5.0に最 對照 9L8 38：9 98.8 106?〇

適の發芽狀態を示した。又そ
3.0 70.2 24.9 ヽ ?6.8 31.9

3.5 74.8 28.6 75.7 35.3

の附近に菌絲長も最長を示し 4.0 92.6 38.9 „ 75.4 65.8

た。即ち是等害微頰の最適の
4.5 93.S 31.6

1 77.4
85.1

5.0 97.0 31.6 92.9 88.1

水素イオン濃度はpH. 5.0で 5.5 89.1 53.6 27.9 30.7

pH. 4.〇〜7.0の範囲內では大 G.0 95.3 39.1 57.0 37.6

6.5 91.2 28.5 68.0 53.5

差がない様に認められた。 7.0 .89.6 31.6 73.4 40.6

3)害微發生防除法 7.5 77.4 41.0 42.5 37.2

8.0 88.0 50.9 29.3 35.7

害徴發生防除法として害徴 9.0 40.4 22.4 4.5 28.8

胞子の對乾熱,對濕熱抵抗性

及び對藥品抵抗性を調査すると共に溫度條件共他を變化せしめ,木材腐朽菌と 

混合培養せしめ木材腐朽菌が害微に打勝って生育する種々なる培養條件を求め 

た。''

(イ)害徴胞子・の對乾熱,對濕熱抵抗性

對乾熱抵抗性

【實驗方法〕
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供試菌］Tj, T2, T5菌

培套基上に形成する胞千堆より多數の胞子•を殺苗試驗管中に一白金耳取り出 

し,之を所定溫度にした儷氣定溫器又は湯浴器中に一定時間處理し,、然る後取 

り出し直ちに麥芽照汁培恭基又は米糠添加鋸屑培養基上に移植して,25C定溫 

器內に.培卷して菌の發育有無を反曷實験して其の死滅温度を測定した。

〔實験結果〕

本實驗の結果Tu T2菌は共に乾熱に對する抵抗力弱く 98°Cで10分間處 

理する時は死滅する。Lのみヤゝ强く110°に至り初めて死滅するものが現れ 

初める。

afe (七は生,(-)は死を示す

第45表

菌補
溫 度 (C)

90。 95° 98° 100° 105° 110°

Ti + + + +

t2 + + + + —

‘1'5 + + + + + + + + + + + 一

對濕熱抵抗祉

〔實驗方法?！

供試菌Ti,匚,T5菌

供試菌の胞子堆を摘出して胞子水を作り,豫め湯煎釜中にて所定温度に溫め 

っゝある!0ccの殺菌水を入れたる試歐管中に1白金宛移植し,試驗管を振谖 

し所定時間處理後その一白金耳を出し,麥芽煎汁培養基上に移植して25°C恒 

溫器中にて培養しその菌の發育有無により生死を檢した。

〔實験結果:！

本實驗結果は第46表の如くであってT:菌任55 Cで30分間又は6〇,Cで 

1〇分間加熱する時は何れも死滅する。’匚菌は三曲極中最も抵抗力弱く,50’C
9 •

• - • . 1 1.1 I ' • I ___ _..1• ■'   ーー ・ 
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10分間以上の埸合何れも菌絲の發生を視ない。T5菌は50°Cで30分間又は 

55Pで10分間で死滅し初む。三菌種の湿熱に對しても抵抗性が極めて弱い事 

が認められる。以上の實驗に依れば害微類は何れも耐熱性が弱く蒸氣殺菌にょ 

り容易に死滅するものと認められる。併して多並生產の場合吿徴の發生が著し 

く現はれるのは,多數の空中浮遊胞子一又は人爲による胞子の移植に起因するも 

のが多い事が考察せられる。

第46表

溫度 Ti T2 . • T5

C 10分 20分 30分 10分 20分 30分 10分 20分 30分

45’ + + + + + + + + + + + + + + + + + +

50 + + 4- + + + + _ » —— 一— + + + + + _

55 + + + + — + 一

60

(ハ)吿徹胞子の對藥品抵抗性

害微鹿子の通常使用する殺菌劑に對する抵抗性を調腐した。

第1囘實驗

〔實驗方法)

供試菌T!, T2, T5菌

供試藥〇•1%昇汞水(食鹽5%を含む),3%石炭酸

上記供試藥を殺菌試驗管にとり,之に供試菌の胞子を入れて胞子液を造り, 

一定時間經過後1白金耳宛麥芽煎汁培養基に移植して,菌絲の發育の有無を調 

査した。

〔實驗結果:！

本實驗結果は第4?表の如くであるが,之の場合處理時間〇分とあるのは供 

試藥液中に胞子を取り振選後直ちに一白金耳取りたるものである。以上の結果
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によれば,昇汞0.1%液はTi,T2菌に對して5分間,T5菌に對してはI5 

分間浸浪により死滅する。

石炭酸3%液は昇汞水よりその効果は强烈で,Ti, To菌は浸漬直後に於て 

も旣に發芽力を失ひT5菌は2分間に於て完全に消失した。

第47表

處理 昇 汞 石 炭 酸

時間 Ti T2 写 Ti T2 T5

〇分 + + + + + + 一 + —

2 + + + + 1 + + — —

5 — L + — + + ——- — —

10 — — ' + + — —

15 一

30 ーー 一

60 — —-- 一— ー ー — —

對照 + + + + :+ + + + + + ' + +

第2囘實驗

〔實驗方法」

供試菌TI} T2, T5菌

供 試 藥 ホルマリン蒸気 藥局法ホルマリン50ccに對し,水100ccを 

入れ直火にて加熱して蒸氣を發生せLめ,別に徑1寸の殺菌試 

驗管に供状闌を移植したものにホルマリン蒸氣を20秒間吹込 

み之を綿栓する。之を一定時間經漓後麥芽汁培養基に胞子を移 

植して發芽の有無を檢した。

〔實驗結果〕

本實驗結果は第48表の如くである。即ちTi菌はI0分間,T2菌は5分 

間,"心菌は2分間で死滅した。その場合藥品のみでなく蒸氣の温度に影響を 

蒙るものと考へられる。

第3囘實驗

〔實驗方法〕

供試菌Th t2, T5菌

供 試 藥 ホルマリン(藥局法)。

實驗方法は第一囘の場合と同樣であ

る。

〔實驗結果〕

本實驗結果は第49表の通りである。

Ti,匸菌は60分間に於てT5菌は30分間に於て何れも完全に死滅した。 

以上普通に使用せられる殺菌劑の胞子の抵抗性を檢するに昇汞,石炭酸に對し 

てはTi, T2菌はT5菌より弱く,ホルマリンば反對であって,その內石炭酸 

3%液が最も藥効が强烈である。ホルマリンは蒸氣とした場合の方が効果が認 

められた。

第49表

供就閑 〇分 2分 5分 10分 15分 30分 60分 對照

ハ + + + + + + + + + _ + — — + +

‘1、2 + + + + + + + + + — + + — + +

t5 + + + + 、+ + d---- + + —— -— ヽ+ +

(=)木材腐朽菌と害微との混合培養

木材腐朽菌としてP.18ウスバタケ,P. 23エゾノウスバタケ,P. 25スエヒ 

ロタケ,P. 26コバノウスバタケを使用し,又害微としてTi, T2, T5菌を用 

ひ溫度別の混合培養を行ふ事は工業的に害微侵入後の培養基上の各菌叢の發生 

消失を實驗的に示すものとして興味を有する問題である。尙して木材腐朽菌苗 

絲の發育旺盛なる條件に生育せしむれば,假令害微の侵入が行はれてもその發

第48表

47

處理

時間

ホルマリン魚氣

Ti To. T5

無處理 + + ++ + +

2分 + + ヽ+ + —一

5 + + — —

10 —
15 — — ----

30

60 —
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育は望み得ない。故に害徵の侵入を視た培養基でも種歯として使用出來なくて 

も製品としては用ひ得られる可能性がある。

〔實驗方法〕

供 試 菌 T2 P.18, 23, 25, 26.

第50表

培獲［ 經 過
供試菌 ------------------------------------------------ --------

溫度 1日後 2日後 3日後

菌絲ノビル

1.8cm

苗絲ノビズ

1.2cm

1.3cm

菌絲ノビズ

發仃セズ

3.5cm

1.6

3.4

0.8

3.7
1.6

/ ’令 苗絲進展セズ

ヤ、苗絲ヲ伸ス

/ T2 1 苗絲進展セズ

\1*. 23 ヤ、蘭絲ヲ伸ス

/ '§2 菌絲淮展セズ
\1^5 +、菌絲ヲ伸ス

('* ; 曲絲進展セズ
<P&6 ' 同 上

/ 'r2 1.4cm菌絲伸シ初ム

\ P.18 ；1.5 "

(孕 !-1»〃
(P.23 | 1.1 〃

(卷:L〇〃

\ P. 25 1.3 〃

\ i\26
15

曲絲僅カユノピ初ム 

3.2cm

苗絲僅カ二ノビ初ム 

2.9cm

習絲僅カ二ノビ初ム 

2.5cm

菌絲僅カ=ノビ初ム’ 

0.8cm

6.7cm殆ンド全面-
渉!)P18ヲ取リマク

6.5cm 〃

7.5cm 〃

7.6cm 〃

6.7cm P.18ヲ取リマ
ク

7.2cm グ

I

7.5cm グ

49

培養溫度35°, 30。,25C

培養基 徑8寸シャレーに米糠添加ミズナラ鋸屑培養基を用ふ。

〔實驗結果〕

本實驗紆ギ果は第50表の如くである〇

I! 數

4 H後 5 H後 ‘6日後 7 H後

菌絲取リマカレル シャレー全面ノ10% シャレー全面ノ1〇馅 シャレー全面ノ 5%
5.4cm 〃 85% v 90% ク 95%

菌絲取りマカレル 〃 5% 〃 10% 全而應朽苗

5.2cm 〃 85% 〃 90% 荊絲デ蔽フ

苗絲取リマカレル 〃 5% v 5% 同「 上

3.6cm 〃 90% v 95% 〃 ・

1.4cm菌絲ノバス 〃 S0% 〃 95% 害微菌絲ニテ蔽ハレ
2.6cm 〃 !0% » 5% ル

ぎ徵簡絲全面二取 
リマク胞子形成 同 右 同 右 同 右

〃 〃 〃

〃 ク 〃

〃 〃 〃 〃

吿微菌絲全面二取 〃 〃
リマク

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃



50

以上の結果に據れば茁徴T,閑とP.18, 23, 25菌の混合培養の結果,培其 

剛 350であればTo菌は殆んど發育せず完全に木材腐朽菌に抑制せられて 

次第に被授せられるに至る。併し培養溫度30’以下となれば逆に害澈によって 

木材腐朽が被茂せられる。併しP.26は35°Cに於ても常に啻徴により抑制せ 

られる。之はP. 26は高溫に對する抵抗性がなく,大體:.T2菌と適溫を同じく 

する爲である。他の害微に就て實驗した處によるとTi・菌に對しては36”C、 

30Cの範囲に於ては一度害微により全面を被茂せられるが,木材腐朽歯は之に 

よって死滅するものでなく,一定日時經過後(徑8cmのシャレーに於ては1 

週間後)次第で基徵菌絲上に木材腐朽茵絲が現はれ,遂に木材腐朽歯により全 

面を鬣ふに至る時がある。その時期は木材何朽茵の適溫に近い程?・い。T5菌に 

對しても同樣であって,時にT5菌は36'Cに於てはその生長惡く P.18. P.23 

により害徴が全面被彼せざる前に木材腐朽菌により反對に抑制遂に被覆するに 

至る。この現象は木材腐朽菌と害徴類の榮養關係により說明し得られるものと 

思はれる。

以上木材腐朽菌と害徴の混合培養の結果,溫度條件でその生育を防ぎ術らる 

ゝと思はれるのはT2苗であって,之の內適溫の高いP.18, 23は良好である 

が,適溫の低いP.26は反對に害微に被弱せられる。Ti,T5菌は一度全面を 

培養関全面を被後することがあっても,木材腐朽菌の適溫近くに置けば次第に 

木材腐朽苗の菌絲が蔓延して害微が消失する様になる。

V!結 言

木粉の食飼料化に利用する木材腐朽菌の利I類と,その・酵條件竝に醱酵時に 

現はれる害微の種:類,發生條件の防除法に就て種々實驗を行って,工業化促進 

の參考資料たらしめんとしたC以上の實驗により得られたる點を摘記すれば次 

の如くである。

(1)木粉の食飼料に利用し得る木材腐朽菌として23種類中より選探したる 
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結果ウスバタケ(Irpex lacteus),エゾノウスバタケ(Irpcx miyabei),スエヒロ 

タケ(Schizophyllum commue)及び コバノウスバタケ(Irpcx conser)の四菌 

種を選んだが,その內ウスバタケ,エゾノウスバタケが最適で菌絲の伸長速度 

最も早く且繊維分解力も强大であった。

兩歯共Bavcndamm氏の酸化酵素反應によればリグニン溶解菌と認められる。

(2) ウスバタケ及エゾノウスバクケの適温は34°Cである。スエヒロタケは 

30 Cコバノウスバタケの、適溫は28Iであった。最高溫度はスエヒロタケ以外 

は40‘Cに於て死滅した。

(3) 鋸屑培養基の含水率68〜72%の時に菌絲の伸長が最も良好で,之より 

乾燥,濕潤の何れの場合でも生育が阻害せられた。培善空中濕度は80%の時 

に最良の菌絲の發育狀能を示し,少くとも培邳基の乾燥せざる程度の谯度を必 

要とする。

(4) 培養基の水素イオン濃度は Waksman氏液體培養基を用ひて,ウスバ 

タケ及エゾノウ是バタケに就て實驗した結果に依ればPH.5.5附近が最適であ 

る〇

(5) 培養基に使用する鋸屑の種類はウスバタケ菌に良好なるものはブナ及 

カバであって,兩者の米糠加用鋸屑用養基は菌絲の伸長速度に於ても又1%ア 

ルカリ溶液抽出#:に於ても他の樹種より優れ;C居った。針葉樹木粉はトドマツ, 

エヅマツ共一般に濶葉樹に比してその成績が惡い。鋸屑粒子の大さはl~3mm 

程度の中粒のものに成績が良く,1mm以下の小粒は菌絲の發育が惡い。反對 

に3mm以上の場合は繊維質分解力が微弱となる傾向がある。

(6) 添加養料として米糠又は各種柏類の外に樹葉粉の利用を考へ,その內 

ニセアカシア葉所は米糠以上の生長をなし。その他白クローバー,イタドリ葉 

粉が大礦に於て米糠と同樣な生長をなした。

又その添加養料の混合割合は米糠に於ては3割=セアカシア葉粉に於ては1
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割が最も良好な生長をなした。

'(7)種歯の狀況は寒天培養基に繰’返して培養した原菌を鋸屑培義基に移植 

した場合,その生長が不良となる傾向が認められてゐる爲,時々鋸屑培養基に 

植換へた種菌を使用するを耍する。尙慎絲の老化崖度に就て實驗した結果にょ 

れば,大體に於て2週間前後のものを使用した場合が,最も生長が良好であっ 

た。

(8) 鋸屑培浅基に生長ホルモ匕ビタミン類を添加してその菌絲の生長促進 

を計った。その內効果があったと認められたものは,オリザニンであって他の 

ヘテロキシン,ノナフタレン醋酸,エビオス等は効果は認められない。又超短波 

照射も短時間の場合には有効の樣に認められるがその効果は明らかでない。

(9) 醱酵期間を沬定する方法として培養後の1%アルカリ溶液扭I出物員を 

求めたが,菌絲芟延直後に於ては殆んど對照のものより僅かに増加してゐる程 

度であって,對照のものゝ1.3倍となるには菌絲芟延後少くとも10日間を耍 

する。

(10) 醱酵時に現はれる害徴は次の三種が最も多い。Trichodarma koningii, 

Rhizopus nigricans, Oospora luprei.

以上の內はTrichodarmaは幼;•屑よりRhizopusは米糠,又は葉粉等の添加 

養料よりOosporaは空中雜菌として侵入する。

(11) Trichodarma の最適溫度は 25”C. Rhizopus は 32〜34C Oospora 

は35C附近にあると認められる。

(12) 培養基の含水率と害徴の發育速度Oosporaは60%內外の比較的乾,燥 

してゐる場合の另が胞子形成が盛んである。併し苗絲の伸長はそれより温潤の 

場合がよい。Trichodarmaは70%前後の方が之より含水率が多い時より菌絲 

生長が多い。

(13) 培養基水素イオン濃度と害徴胞了・の發芽率竝發芽菌絲の生長を視るに
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Oospora, Trichodarma 共に PH.5.0 が最適である。

(14) 害徹:胞子の對乾熱抵抗性はOospora, Trichodarma共に弱く 98°C10 

分間で死滅する。Rhizopusは110C10分間に至り场めて死滅するものが現は 

れる。

對濕熱抵抗力はOosporaは55 C 30分間,Trichodarmaは50 Cで10分間, 

Rhizopusは50°Cで30分間で初めて死滅するものがある。以上の結果により 

多量生產の場合多數の是等害徴の現はれるのは培養基わ殺菌不充分よりも是等 

害微胞子の空中浮遊菌として人爲的に侵入することが多い事衫認なられる。

(15) 害徴胞子の對藥品抵抗性は昇汞〇〕％液に對しOospora, Trichodarma 

は5分間にRhizopusは15分間に死滅する。石炭酸3%液は昇汞〇1./液 

よりその作用が强く Oospora, Trichodarmaは浸漬•直後’Rhizopusは2分 

間に於て發芽率を消失した。ホルマリン蒸氣に對してはOosporaは10分間, 

Trichodarmaは5分間,Rhizopusは2分間で死滅したホルマリン水は之より 

長期間を要し前二者は60分間,後者は30分間を要した。

(16) 木材腐朽歯と害微との混合培養を行った結果’Trichodaarma は培養 

溫度35C以上となればウスバタケ,エゾノウスバタケ,スエヒロタケ菌絲に 

被壓せられるが,同温度以下となれば反對にTrichodarma菌絲に抑制せられ 

遂には被役せられるに至る。コバノウスバタケは常にTricliodcrma菌絲に被 

役せられた。Oospora菌は高溫に抵抗力强く,何れの場合に於ても木材腐朽菌 

が被壓せられるが1週間以上木材腐朽菌の適溫に置く場合は次第に木材腐朽歯 

の菌絲が表面に現はれ,遂には全面を覆ふに至る時がある。又Rhizopusは36C 

で培養する時はその菌絲の伸長弱く,ウスバタケ及エゾノウスバタケに抑制せ 

られ遂に被彼せられる。

木材腐朽歯による木粉の食飼料製造は現在の處大體麹製造の工程に準して實 

施せられてゐるが,多黄生產には雜菌の侵入,長期の醸酵期間の必要,醸酵容
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器の問題の三點より生產費が高額を要る缺點を有す爲,之が對策として工場施 

設の完備と從業日の菌學的知識の普及により雜菌の侵入防止,醸酵容器わ考案 

竝に强力な繊維分解力を有る菌種の利用により,生產費の低下を計るべきであ 

る。
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